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 求人票の見方  
１．求人者 

 採用されてから実際に働くのは、「就業場所」に書かれたと

ころです。 

 支店、営業所などが複数あり、現時点で就業場所が確定で

きないような場合は、就業する可能性のあるところが列挙し

てあります。 

 もよりの交通機関など、通勤手段についても確認しておき

ましょう。 

 

２．就業時間・休日等 

 「就業時間」、「交替制」の欄では、実際に仕事につく時間

帯、日によって変動があるかどうかなどを確認しましょう。

「変形労働時間制」とは、１ヶ月、３ヶ月など一定の期間内

で就業時間が異なる制度です。特に夜間通学を希望する人は、

労働時間に関する条件に注意が必要です。 

 休日については、定休日があるのか、不定期なのか、週休

２日制になっているかなど、自分の希望と比較しながら確認

しましょう。 

 

３．賃  金 

 基本給はいくらか、どのような手当が支給されるか、税金

や社会保険料を差し引いた手取額はどれくらいになるか確認

しましょう。 

 「確定賃金」とは、求人票提出時に次の新卒者の初任給が

すでに決定している場合であり、「現行賃金」とは、採用時の

賃金がまだ決定していないため、求人票提出年度の新卒者の

賃金が記載されている場合です。 

 「賃金形態」は次のように区分されます。 

  月給   ：月を単位として算定される賃金。 

  日給   ：日を単位として算定される賃金。支払い時

期は月払い､週払い､日払いなどがある。 

  日給月給 ：月を単位として算定されるが、欠勤があっ

た場合に欠勤日数相当分などを差し引くもの。

  時給   ：時間を単位として算定される賃金。支払い

時期は月払い､週払い､日払いなどがある。 

 

 求人票は、求人企業についてのもっとも重要な

情報源です。複数の求人票を見比べて、仕事の内

容や採用条件、会社の特色などについて十分研究

しましょう。 

 また、求人票ではよくわからない点は先生に相

談したり、会社案内を見るなどして、詳しい情報

を収集することも大切です。 
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 ４．職  種 

 採用後の仕事を表す名称となっていますが、職種名だけに

とらわれず、７の「仕事の内容」も併せて注目しましょう。

 

５．求 人 数 
 募集の人数、通勤か住み込みかを確認します。 

 

６．雇用の期間の定め 
 雇用期間の定めが「有」の場合は、具体的な期間がどうな

っているか確認しましょう。 

 

７．作業内容等 
 採用後に就くことになる仕事の内容が書かれています。ど

のような仕事を、どんな道具を使って、どんな方法で行うの

か、職場の環境はどうなっているか、必要とされる知識や技

能はどのようなものかなど、仕事に対する具体的なイメージ

が持てるように、よく研究しましょう。 

 

８．福利厚生等 
 社会保険等の加入状況を確認しましょう。 

  健康保険  ：業務以外の病気・けがなどの場合に支給

される。 

  厚生年金保険：老齢になったとき、障害を受けたとき、

死亡したときに支給される。 

  雇用保険  ：失業したときに支給される。 

  労災保険  ：業務上の病気やけがなどの場合に支給さ

れる。 

  退職金共済 ：退職金を確実に支払うために企業が掛金

を社外に積み立てる制度。 

財形    ：働く人の財産形成促進のための貯蓄制度。

宿舎の有無、状況も確認しましょう。就業場所が自宅から

遠くても、寮や社宅が利用できる場合があります。 

 
９．通  学 
 夜間大学などに通学を希望している人は、利用できる制度

があるか注目しましょう。 

 

10．応募・選考 
 就職試験の内容やスケジュールをよく確認しましょう。 

 適性検査や面接については、P13、P23 などを参照してくだ

さい。 

 

12．補足事項 
 企業の特徴や労働条件、福利厚生などに関する補足説明が

書かれています。 

 応募前の職場見学が「可」の場合は、積極的に申し込みま

しょう。 
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